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給水活動

感謝状を受け取るイオンモール熊本
の藤田ゼネラルマネージャー

台風15号で停電、断水

自主防災組織

　

台
風
15
号
が
熊
本
県

荒
尾
付
近
に
上
陸
し
た

８
月
25
日
、
嘉
島
町
内

は
部
分
的
に
長
時
間
に

わ
た
っ
て
停
電
し
た
た

め
、
家
庭
用
井
戸
ポ
ン

プ
が
使
え
な
く
な
り
断

水
し
ま
し
た
。

　

断
水
地
区
の
自
主
防

災
組
織
は
公
民
館
な
ど

で
午
後
７
時
ま
で
給
水

を
実
施
。
役
場
で
は
午

後
９
時
ま
で
給
水
し
ま

し
た
。

　

停
電
、
断
水
は
順
次

復
旧
。
26
日
は
北
甘
木

地
区
と
役
場
で
給
水
を

続
け
、
同
日
午
前
11
時

ま
で
に
ほ
ぼ
全
域
で
復

旧
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
こ
の
ほ
か
、

家
屋
の一部
や
樹
木
に
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

議会
平
成
27
年

第
３
回
定
例
会

　

平
成
27
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
８
日
ま

で
開
会
。
２
億
１
４
２
１
万
９
千

円
を
追
加
し
て
総
額
43
億
７
１
５

１
万
１
千
円
と
す
る
27
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
17
議
案
が

上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
西
田
良
一
氏

（
鯰
）
の
教
育
委
員
選
任
に
つ
い
て

も
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、
６
月
議
会
以
降

の
町
政
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、

○
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集

○
設
立
目
標
を
今
年
11
月
に
前
倒

し
し
た
広
域
農
場
農
業
生
産
法
人

○
臼
杵
運
送
の
事
業
所
新
設
協
定

○
国
の
地
方
創
生
に
伴
う
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
状
況

○
２
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
「
か
し

ま
水
の
郷
ま
つ
り
」

　
　

な
ど
で
、
計
10
件
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
か
し
ま
10
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

17
議
案
を
可
決
、
承
認

町
政
報
告
10
件

詳
し
く
は
10
月
号
で

２
年
ぶ
り 

に
ぎ
や
か
に’15

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り

　

嘉
島
の
夏
を
彩
る
「
か
し
ま
水

の
郷
ま
つ
り
」
は
８
月
１
日
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
西
側
駐
車
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
接

近
で
中
止
、
今
年
は
２
年
ぶ
り
19

回
目
の
開
催
と
な
り
、
会
場
は
大

勢
の
観
客
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
の
歌
や
演
奏
、
踊
り
、
漫

才
に
拍
手
や
笑
い
が
お
き
、
華
や

か
な
花
火
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
に
よ
る
と
、

ま
つ
り
来
場
者
は
約
８
７
０
０
人
で

し
た
。              　
※
表
紙
参
照

　

午
後
５
時
30
分
、
爆
竹
と
か

し
ま
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
で
開
幕
。

実
行
委
員
長
の
荒
木
町
長
は
、「
夏

の
一
夜
を
楽
し
み
、
暑
さ
を
乗
り

切
っ
て
」
と
あ
い
さ
つ
、
平
成
18
年

か
ら
会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
藤
田
郁

夫
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
は
７
組
。

司
会
は
大
田
黒
浩
一さ
ん
。
か
し
ま

太
鼓
、
消
防
音
楽
隊
、
嘉
島
中
吹

奏
楽
部
、
Ｂ

－

ｆ
ｉ
ｔ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
地
元
出
演
組
に
、
舞
踊
団
・

花
童
（
ザ
・
わ
ら
べ
と
こ
わ
ら
べ
）、

漫
才
の
肥
後
ド
ッ
コ
イ
、
演
歌
の
平

田
京
子
さ
ん
が
登
場
。

　

午
後
８
時
過
ぎ
、
荒
木
町
長
た

ち
の
合
図
で
花
火
に
点
火
。
夜
空

に
広
が
る
約
３
０
０
０
発
の
饗
宴
が

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

大勢の観客の前で県コンクール金賞受賞の曲を披露する嘉島中吹奏楽部

司会の大田黒さん 実行委員長の荒木町長
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大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
会
場

優
雅
な
踊
り
の
ザ
・
わ
ら
べ

勇壮なかしま太鼓でまつりの開幕

ベテランの味の消防音楽隊

かわいらしいこわらべの踊り おまつりは浴衣姿が一番 元気いっぱいのＢ－ｆｉｔ

お笑いの肥後ドッコイ 演歌の平田京子さん

見
事
な
演
奏
の
嘉
島
中
吹
奏
楽
部

Ｂ

－

ｆ
ｉ
ｔ
の
子
ど
も
た
ち
も
元
気
は
つ
ら
つ

広報かしま 2015.9
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嘉
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

は
７
月
28
日
、
県
立
劇
場

で
開
か
れ
た
第
59
回
熊
本

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

初
め
て
の
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
３
年
生
３

人
、
２
年
生
６
人
、
１
年

生
10
人
の
計
19
人
で
、
全

員
女
子
。
少
人
数
編
成
の

中
学
Ｂ
パ
ー
ト
に
出
場
。

１
年
生
は
入
学
し
て
初
め

て
楽
器
に
触
れ
た
生
徒
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
４

月
か
ら
部
員
全
員
で
一
生

懸
命
に
練
習
を
重
ね
て
い

ま
し
た
。

　

課
題
曲
は
「
輝
け
る

夏
の
日
へ
」、
自
由
曲
は

「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
・
ウ
イ

ン
ク
」。
本
番
で
は
、「
曲

の
情
景
が
伝
わ
る
よ
う

に
」
と
演
奏
に
集
中
。
日

ご
ろ
指
導
し
、
指
揮
を
し

た
松
山
先
生
は
、「
ほ
ど

よ
い
緊
張
感
の
中
で
、
練

習
以
上
の
力
が
出
せ
た
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

見
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。「
ク
ラ
ス
で
ぜ
ひ
実
施
し

た
い
」
と
先
生
の
感
想
が
出
て
い

ま
し
た
。

　
「
幼
保
小
中
連
携
を
考
え
る
」

「
学
校
応
援
団
を
考
え
る
」「
国
語

教
育
の
充
実
」
の
３
部
会
に
分
か

れ
て
の
事
例
発
表
や
協
議
も
あ
り

ま
し
た
。

　

８
月
21
日
は
「
特
別
支
援
教

育
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
３
回
研
修

が
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

嘉
島
を
学
ぶ

新
規
採
用
の
先
生

演
奏
後
、
笑
顔
の
嘉
島
中
吹
奏
楽
部

熊
本
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

嘉
島
中 

初
の
金
賞

町
民
を
守
る
!!

嘉
島
町
教
職
員
研
修

本
音
の
ふ
れ
あ
い
・
自
他
発
見

生
徒
指
導
の
実
践
学
ぶ

　

平
成
27
年
度
の
第
２
回
嘉
島
町

教
職
員
研
修
は
８
月
３
日
、
役
場

会
議
室
で
開
か
れ
、
幼
稚
園
、
小

中
学
校
の
先
生
約
50
人
が
、
子
ど

も
と
ふ
れ
あ
い
、
子
ど
も
同
士
の

心
の
交
流
を
図
る
生
徒
指
導
の
あ

り
方
を
実
践
形
式
で
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
熊
本
県
立
教
育
セ
ン

タ
ー
の
大
塚
芳
生
室
長
。
演
題

は
「
構
成
的
グ
ル
ー
プ
・
エ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
）
～
ふ
れ

あ
い
と
自
己
発
見
の
促
進
を
目

指
し
て
」。
じ
ゃ
ん
け
ん
や
リ
ズ

ム
、
フ
リ
ス
ビ
ー
な
ど
を
使
っ

て
、
ふ
れ
あ
い
と
自
他
発
見
を
図

る
ゲ
ー
ム
を
先
生
た
ち
に
実
践
さ

せ
、「
目
的
と
ル
ー
ル
を
明
確
に

し
て
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
て
工
夫

を
。
相
手
と
気
持
ち
を
合
わ
せ
る
、

声
を
出
し
協
力
す
る
こ
と
な
ど
を

通
し
て
、
互
い
の
理
解
や
自
己
発

　

嘉
島
東
・
西
小
と
嘉
島
中
学
校

に
今
春
、
新
規
採
用
で
赴
任
し
た

先
生
４
人
が
８
月
３
日
、
町
教
委

の
初
任
者
研
修
に
参
加
、
町
内
の

神
社
や
工
場
な
ど
を
巡
っ
て
嘉
島

町
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
、
自
然

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

中
村
学
校
教
育
課
長
と
佐
藤
指

導
主
事
の
案
内
で
、
町
営
運
動
場

や
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
、

井
寺
古
墳
、
浮
島
熊
野
座
神
社
、

下
六
嘉
湧
水
群
、
三
郎
無
田
、
町

総
合
運
動
公
園
、
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン
、

犬
渕
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

先
生
た
ち
は
熱
心
に
見
学
、

「
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
つ
町

の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大塚室長

ゲームを体験する先生たち

浮島神社で
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地
域
と
交
流
楽
し
む

嘉
島
町
地
域
婦
人
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
お
年
寄
り
と
握
手
す
る
東
小
児
童
＝
康
寿
苑

ゲームでお年寄りと交流する西小児童＝悠優かしま

互いにスルーキングを体験する西小児童＝悠優かしま

笑顔でお年寄りと交流する嘉島中生徒＝康寿苑
横になったまま入浴できるお風呂を
体験する西小児童＝悠優かしま

車
い
す
で
段
差
を
体
験
す
る
東
小
児
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

=

康
寿
苑

嘉島町社協
ワークキャンプ

小中学生が施設訪問
お年寄りと交流体験

学
童
保
育
徳
育
講
座

　

嘉
島
東
・
西
小
学
校
と
嘉
島
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
が
８
月
、
町

内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
、

お
年
寄
り
と
交
流
、
施
設
の
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。  

※
表
紙
参
照

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
間
に
合
わ
せ

て
募
集
し
た
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
。

　

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠

子
会
長
）
は
８
月
28
日
、
嘉
島
西

小
学
校
の
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ

ブ
「
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
」
で
徳
育

講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
育
成
事
業
の
一
環
と
し

て
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

な
ど
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
お
く
す
ク
ラ
ブ
の
児
童
は
、

中
郡
愛
郷
会
の
栗
﨑
勝
さ
ん
に
よ

る
「
嘉
島
な
ま
ず
の
民
話
」
の
紙

芝
居
に
興
味
深
そ
う
に
聞
き
入
り
、

公
民
館
手
話
講
座
の
受
講
生
と
一

緒
に
手
話
を
し
な
が
ら
歌
う
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し

み
ま
し
た
。

東
小
４
年
生
17
人
と
嘉
島
中
２
年

生
９
人
は
北
甘
木
の
「
康
寿
苑
」

を
、
西
小
５
・
６
年
生
９
人
は
高

田
の
「
悠
優
か
し
ま
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。	

　

両
ホ
ー
ム
で
は
、
施
設
を
見
学

し
、
車
い
す
や
、
自
動
車
に
車
い

す
で
乗
り
降
り
す
る
移
乗
リ
フ
ト

を
体
験
し
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
に
と

ろ
み
を
つ
け
て
飲
む
「
ス
ル
ー
キ

ン
グ
」
で
互
い
に
飲
ま
せ
合
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　

東
小
児
童
は
お
年
寄
り
に
校
歌

を
披
露
、
一
緒
に
体
操
を
し
、
嘉

島
中
生
徒
と
西
小
児
童
は
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
お
年
寄
り
と
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。
西
小
児
童
は

認
知
症
の
ミ
ニ
講
義
も
受
け
ま
し

た
。
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最優秀賞に選ばれた
本田夢菜さん（左）と石坂音羽さん 26

人 

は
き
は
き
と

よく回るよ！
親子で風車作り

町教委の工作教室

町の童話発表大会に出場した児童たち

　

本
田
夢
菜
さ
ん
（　
　

）

　

石
坂
音
羽
さ
ん
（　
　

）

最
優
秀
賞

　

嘉
島
町
童
話
発
表
大
会
は
８
月

27
日
、
町
民
会
館
で
開
催
。
嘉
島

東
・
西
小
学
校
か
ら
26
人
が
出
場
、

は
き
は
き
と
元
気
に
発
表
、
西
小

３
年
の
本
田
夢
菜
さ
ん
と
同
４
年

の
石
坂
音
羽
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
２
人
は
９
月
10

日
、
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
上
益
城
郡
大
会

に
町
代
表
で
出
場
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
各
小
代
表
が
町
の

大
会
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
町
教
育
委
員
会
が
公
募
。
予
想

以
上
の
児
童
が
応
募
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
熊
日
童
話
会
の
吉
永

千
草
さ
ん
や
工
藤
教
育
長
た
ち
６

人
。
一
次
審
査
は
３
班
に
分
か
れ
、

嘉
島
町

童
話
発
表
大
会

西
小

４
年

西
小

３
年

各
班
２
人
が
最
終
審
査
へ
。
会
場

で
は
、
保
護
者
の
ほ
か
区
長
や
民

生
児
童
委
員
も
傍
聴
、
児
童
の
一

生
懸
命
の
発
表
に
盛
ん
に
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
永
さ
ん
は
、「
発
表
は
、
自

分
の
言
葉
で
お
友
だ
ち
に
分
か
る

よ
う
に
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
。

み
ん
な
最
後
ま
で
話
が
で
き
、
楽

し
く
聴
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

優
秀
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
優
秀
賞
▽
上
田
彩
葉
（
西
小
３

年
）
▽
渡
邉
初
月
（
東
小
３
年
）

▽
西
田
一
徹
（
西
小
３
年
）
▽

佐
々
木
美
咲
子
（
西
小
５
年
）
＝

敬
称
略

　

嘉
島
町
教

育
委
員
会
は

夏
休
み
中
の

８
月
10
日
、

ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
な
ど
で

風
車
を
作
る

工
作
教
室
を

町
民
会
館
で

開
催
。
３
歳

か
ら
６
年
生

ま
で
の
子
ど

も
た
ち
と
保
護
者
あ
わ
せ
て
約
60

人
が
、
よ
く
回
る
風
車
作
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
教
委
の
佐
藤
指
導

主
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熊
大
生

が
手
助
け
し
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

　

風
車
の
羽
根
は
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
、
軸
は
ス
ト
ロ
ー
と
竹
ぐ
し
、

柄
は
割
り
ば
し
。
参
加
者
は
に
ぎ

や
か
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
は
さ

み
や
テ
ー
プ
を
使
い
、
切
り
抜
い

た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
絵
や
文
字

を
入
れ
て
自
分
だ
け
の
風
車
を
作

り
ま
し
た
。
中
に
は
、
一
人
で
上

手
に
３
個
も
作
る
子
も
い
ま
し
た
。
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小舟で川下りを楽しむ子どもたち

熱心に標本作りを学ぶ子どもたち

上島四所神社での昆虫採集

作り上げた作品を手にする子どもたち

夏
休
み満喫

昆虫採集・標本作り
小舟で川下り

松前記念館・中郡愛郷会

川
下
り
の
あ
と
、
竹
鉄
砲
作
り
に

一
生
懸
命
の
子
ど
も
た
ち

で
き
た
！
紙
自
動
車

「
自
分
だ
け
の
貯
金
箱
」

熊
日
・
夏
休
み
工
作
教
室

　

東
海
大
学
松
前
重
義
記
念
館
は

７
月
25
日
に
昆
虫
採
集
と
標
本
作

り
を
同
館
と
上
島
四
所
神
社
で
、

８
月
２
日
に
舟
遊
び
を
旧
矢
形
川

で
開
催
。
舟
遊
び
は
地
域
お
こ
し

団
体
「
中
郡
愛
郷
会
」（
栗
﨑
勝
会

長
）と
の
共
同
主
催
。と
も
に
町
内

外
の
幼
児
や
小
学
生
、保
護
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

昆
虫
採
集
と
標
本
作
り
は
、

１
９
８
８
年
の
開
館
時
か
ら

毎
年
開
催
。
東
海
大
農
学
部

た
昆
虫
の
標
本
作
り
に
挑
戦
、
村

田
先
生
の
昆
虫
教
室
や
ク
イ
ズ
も

楽
し
み
ま
し
た
。

　

舟
遊
び
は
18
回
目
。
中
郡
愛
郷

会
約
20
人
が
準
備
し
た
３
隻
の
川

舟
に
子
ど
も
た
ち
約
40
人
と一部
保

護
者
が
分
乗
。
笈

の
瀬
橋
か
ら
天
然

プ
ー
ル
ま
で
の
約

１
㌔
を
往
復
、水

草
や
魚
を
観
察
し

ま
し
た
。
川
沿
い

は
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
て
お
り
、子
ど

も
た
ち
は
川
面
を

渡
る
風
に
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

か
き
氷
も
ふ
る
ま

わ
れ
、
愛
郷
会
員

の
指
導
で
水
鉄
砲

も
作
り
ま
し
た
。

の
村
田
浩
平
准
教
授
と
学
生
が
指

導
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
約
80

人
は
虫
取
り
網
や
虫
か
ご
を
持
っ

て
参
加
、
神
社
の
境
内
で
セ
ミ
や

ト
ン
ボ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
を
追

い
ま
し
た
。
記
念
館
で
は
、
捕
え

　

親
子
で
紙
自
動
車
の
貯
金
箱
を
作
る
教

室
が
夏
休
み
中
の
７
、
８
月
、
町
民
会
館

で
開
か
れ
、
小
学
生
と
保
護
者
約
40
人
が

「
自
分
だ
け
の
貯
金
箱
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

熊
日
嘉
島
販
売
セ
ン
タ
ー
の
主
催
。
参

加
者
は
画
用
紙
の
型
紙
を
切
り
抜
き
、
ボ

ン
ド
や
ホ
チ
キ
ス
で
車
体
を
組
み
立
て
、

ド
ア
や
フ
ロ
ン
ト
な
ど
は
好
み
の
色
紙
を

使
い
、
ナ
ン
バ
ー
は
好
き
な
数
字
を
書
き
、

小
さ
な
模
様
を
思
い
思
い
に
張
り
付
け
て

個
性
あ
ふ
れ
る
貯
金
箱
は
完
成
。
車
輪
は

軽
い
力
で
回
る
た
め
、
段
ボ
ー
ル
の
坂
道

を
走
ら
せ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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赤ちゃん育ちの教室で、子どもといっしょに学ぶお母さんたち

健康な心と体は
規則正しい

生活リズムから

遅
寝
は
成
長
ホ
ル
モ
ン
減

　

赤
ち
ゃ
ん
育
ち
の
教
室

　

４
カ
月
児
を
対
象
に
し
た
「
赤

ち
ゃ
ん
育
ち
の
教
室
」
は
７
月
28

日
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

親
子
11
組
が
生
活
リ
ズ
ム
と
離
乳

食
を
学
び
ま
し
た
。
※
裏
表
紙
参
照

【
生
活
リ
ズ
ム
】

○
４
カ
月
児
は
、
昼
と
夜
の
区
別

が
つ
い
て
く
る
。

○
授
乳
は
、
４
時
間
く
ら
い
空
け

て
１
日
５
～
６
回
。

○
起
床
は
朝
６
～
７
時
、
就
寝
は

夜
８
～
９
時
。

○
遅
寝
は
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
少
な
く
な
る
。

【
離
乳
食
】

○
４
カ
月
児
は
体
脂
肪
を
増
や
す

時
期
。

○
１
日
の
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
６

６
０
㌔
㌍
。
炭
水
化
物
、
タ
ン

パ
ク
質
、
脂
質
を
母
乳
・
ミ
ル

ク
に
加
え
て
離
乳
食
で
補
う
。

○
食
べ
る
の
は
、
午
前
中
の
機
嫌

の
い
い
時
。
母
乳
・
ミ
ル
ク
と

一
緒
に
。
ス
プ
ー
ン
１
杯
か
ら
。

○
よ
そ
の
子
と
比
べ
ず
、
様
子
を

み
な
が
ら
進
め
る
。

　

勉
強 
＋ 
十
分
な
睡
眠

　
　
　

    
＝
成
績
上
位
!?

　

嘉
島
町
学
校
保
健
会

【
小
中
学
生
の
生
活
リ
ズ
ム
】

　

嘉
島
町
学
校
保
健
会
総
会
は
７

月
28
日
、
町
民
会
館
で
開
催
。
町

の
小
中
学
生
の
生
活
リ
ズ
ム
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
に
は
、
勉
強
に
加
え
て
、
十
分

な
睡
眠
が
成
績
上
位
に
つ
な
が
る

と
い
う
興
味
深
い
結
果
も
。

　

大
人
が
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム

を
つ
く
り
、
生
活
リ
ズ
ム
が
子
ど

も
の
未
来
を
つ
く
り
ま
す
。

【
嘉
島
東
・
西
小
学
校
】

○
夜
10
時
ま
で
に
寝
る
児
童
は

72
・
７
％
11
時
以
降
５
・
３
％
。

○
朝
は
94
・
２
％
が
７
時
ま
で
に

起
き
て
い
る
。

☆
夜
10
時
ま
で
に
就
寝
、
朝
７
時

ま
で
の
起
床
を
指
導
。

○
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
を
30
分
単

位
で
み
る
と
、
１
時
間
～
１
時

間
半
が
26
・
０
％
で
最
も
多
い
。

次
い
で
１
時
間
半
～
２
時
間

19
・
１
％
、
１
時
間
未
満
16
・

８
％
。
残
り
は
２
時
間
以
上
。

○
ゲ
ー
ム
（
ス
マ
ホ
）
時
間
は
、

１
時
間
未
満
が
35
・
５
％
で
最

多
。
次
い
で
「
持
っ
て
い
る
が

全
く
し
な
い
」
24
・
５
％
。
３

時
間
以
上
８
・
２
％
。

○
毎
日
楽
し
い
か
。「
と
て
も
楽

し
い
」
と
「
ま
あ
ま
あ
楽
し

い
」
を
合
わ
せ
て
91
・
７
％
。

☆
夜
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
光
や
音
の

刺
激
を
受
け
る
と
、
睡
眠
を
誘

う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
を
悪
く
し
、

眠
れ
な
く
な
る
。

【
嘉
島
中
学
校
】

☆
夜
11
時
以
降
に
寝
る
生
徒
は

35
・
３
％
。
決
ま
っ
て
い
な
い

は
４
・
０
％
。

　

11
時
ま
で
の
就
寝
を
指
導
。

○
テ
レ
ビ
の
視
聴
２
時
間
以
上
は

30
・
３
％
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
１
時
間
以

上
使
用
46
・
４
％
。
パ
ソ
コ
ン
、

ゲ
ー
ム
の
１
時
間
以
上
使
用
は

37
・
５
％
。

○
家
庭
学
習
を
夜
９
時
以
降
に

始
め
て
い
る
生
徒
は
20
・
５
％
。

家
庭
学
習
開
始
時
刻
が
遅
く
な

る
に
つ
れ
て
、
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ

ト
の
２
時
間
以
上
使
用
の
生
徒

が
多
い
。

○
就
寝
時
刻
が
遅
く
な
る
に
つ
れ

て
、
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
の
使
用

時
間
が
多
く
、
家
庭
学
習
開
始

時
刻
が
遅
く
な
る
。

☆
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
使
用
時
間
が

短
い
生
徒
や
、
睡
眠
時
間
が
長

い
（
７
時
間
以
上
）
生
徒
に
は
、

成
績
上
位
者
が
多
い
。
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上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

ロ
ー
ン
の
契
約
問
題
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
町
の
相
談
日
だ
け

で
な
く
、
他
町
で
も
相
談
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料

法
律
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町☎

２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町☎

２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町☎

２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町☎

２
３
４－
３
２
２
３

金　

山
都
町

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

お
気
軽
に
相
談
を
！

上
益
城
の
広
域
相
談
室

嘉
島
町
建
設
業
協
会

炎天下　道路脇の除草、　　 磨きカーブ
ミラー

　

嘉
島
町
建
設
業
協
会

（
髙
村
倫
博
会
長
）
は

７
月
31
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
前
交
差
点
か
ら

嘉
島
中
前
を
通
り
、
北

甘
木
交
差
点
ま
で
約

３
㌔
の
道
路
脇
の
雑
草

を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
で
す
。
炎
天

下
、
16
人
が
３
班
に
分

か
れ
、
ス
コ
ッ
プ
や
ほ
う

き
に
シ
ョベ
ル
カ
ー
も
使

い
、
雑
草
を
き
れ
い
に

取
り
除
き
ま
し
た
。

嘉
島
町
交
通
安
全
協
会

　

嘉
島
町
交
通
安
全
協

会
（
森
嶋
秀
則
会
長
）

は
８
月
９
日
に
町
内
の

主
な
交
差
点
で
除
草
作

業
、23
日
に
全
域
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
磨
き
を
し
ま

し
た
。
交
通
の
安
全
、

事
故
防
止
の
た
め
に
毎

年
夏
に
実
施
。
炎
天
下
、

会
員
約
30
人
が
草
刈
り

機
で
生
い
茂
っ
た
雑
草

を
刈
り
取
り
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
き
れ
い
に
磨

き
上
げ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
悪
質
商

法
が
次
々
と
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
被
害
か
ら
高
齢
者
を

守
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
身

近
に
い
る
家
族
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
見
守
り
が
大
切
で
す
。「
い

つ
も
と
違
う
な
？
」
と
い
う
変

化
に
気
づ
く
こ
と
で
、
高
齢
者

を
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

■
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

◆�

宅
配
便
や
郵
便
物
が
ひ
ん
ぱ

ん
に
届
く
よ
う
に
な
っ
た

◆�

訪
問
者
が
次
々
に
や
っ
て
く

る
◆�

不
自
然
な
工
事
を
繰
り
返
し

て
い
る

◆
急
に
節
約
を
始
め
た

◆
羽
振
り
が
よ
く
な
っ
た

◆�

い
つ
も
よ
り
表
情
が
暗
く
、
考

え
込
ん
で
い
る
様
子
で
あ
る

◆�

業
態
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
店

や
会
場
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
入

り
し
て
い
る

■
個
人
情
報
流
出
に
伴
う
詐
欺

が
急
増
中
！
公
的
機
関
を
か
た

る
電
話
に
ご
注
意
を

　

電
話
や
メ
ー
ル
で
「
個
人
情

報
が
流
出
し
て
い
る
」
と
言
わ

れ
て
も
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
！

　

年
金
事
務
所
や
消
費
者
庁
、

弁
護
士
、
郵
便
局
員
な
ど
が
個

人
に
電
話
や
メ
ー
ル
を
し
た
り
、

個
人
情
報
を
尋
ね
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
郵
便
物
が
届
い
た
場

合
も
、
基
礎
年
金
番
号
や
銀
行

口
座
を
書
い
て
返
送
さ
せ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
あ
る
相
談
事
例

●�

年
金
事
務
所
職
員
を
名
乗
る

電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
の

年
金
情
報
が
流
出
し
て
い
る
。

他
に
も
流
出
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
情
報
を
確
認

し
た
い
」
と
言
わ
れ
、
年
金

の
番
号
や
家
族
の
こ
と
を
聞

か
れ
た
。

●�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗

る
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た

の
個
人
情
報
が
流
出
し
た
の

で
、
一
〇
〇
万
円
払
え
ば
削

除
で
き
る
」
と
言
わ
れ
た
。

●�

金
融
機
関
職
員
を
名
乗
る

電
話
が
あ
り
、「
年
金
用
の

口
座
を
変
更
し
ま
せ
ん
か
？

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か

り
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
記
の
上
益
城
広
域
連
携
消
費

生
活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

見
守
り
新
鮮

情
報
９
月
号

《�

高
齢
者
を
消
費
者
被
害

　
　
　
　
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
》

広報かしま 2015.9

9



各種大会等予定	 平成27年 ８ 月31日現在

月 日 曜 大　会　名 場所 開始時間 主　催　者

9

13 日 第６回九州ユース（Ｕ－15）サッカーリーグ 競技場 ９：00 ～ 九州サッカー協会　20 日も開催

19 土

第 59 回熊本県専修学校各種学校連合会
軟式野球大会 野球場 ８：00 ～ 熊本県専修学校各種学校連合会

第 59 回熊本県専修学校各種学校連合会
サッカー大会 競技場 ９：00 ～ 熊本県専修学校各種学校連合会

21 月 第 40 回嘉島町ダイヤモンド杯争奪少年野球大会 野球場 ８：00 ～ 嘉島町商工会青年部　23 日まで

26 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 ８：30 ～ 熊本県サッカー協会

27 日 第 50 回熊本県サッカーリーグ（１部） 競技場 ９：00 ～ 熊本県サッカー協会

10

3 土 第 94 回全国高校サッカー選手権　熊本県大会 競技場 ８：00 ～ 熊本県サッカー協会
10 日、17 日、18 日も開催

４ 日 第６回九州ユース（Ｕ－15）サッカーリーグ 競技場 ９：00 ～ 九州サッカー協会

11 日 第 50 回熊本県サッカーリーグ（１部） 競技場 ９：00 ～ 熊本県サッカー協会　25 日も開催

24 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 ８：30 ～ 熊本県サッカー協会

31 土
総務省情報通信全国野球大会 野球場 ８：00 ～ 総務省　九州総合通信局野球部

九州自治体シニアサッカー大会 競技場 ９：00 ～ 九州自治体職員サッカー連盟

嘉 島 町 総 合 運 動 公 園

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
の
管
理

棟
は
９
月
か
ら
、
多
目
的
室
や
更

衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
全
棟
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
目
的
競
技
場
の
出
入
り
口
を

兼
ね
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

平
屋
建
て
、
総
床
面
積
５
４
４
平

方
㍍
。
管
理
室
や
倉
庫
、
更
衣

室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
、
男
女
ト
イ
レ

の
ほ
か
、
約
40
人
収
容
の
多
目
的

室
、
約
30
人
収
容
の
会
議
室
を
設

備
。
屋
上
に
運
動
公
園
外
周
を
取

り
巻
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
が
走
り
、
約
40
台
収

容
の
駐
輪
場
も
備
え
て
い
ま
す
。

総
工
費
は
約
１
億
７
千
万
円
。

　

運
動
公
園
は
、
野
球
場
や
芝
生

広
場
な
ど
も
備
え
、
人
口
芝
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
２
面
は
10
月
末
に
完

成
予
定
で
す
。

　

利
用
の
予
約
や
料
金
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会
（
☎

２
３
７－

０
０
５
８
）
ま
で
。

更衣室・シャワー室多目的競技場から直接出入りできる多目的室

多目的競技場から見た管理棟

全棟利用開始
管理棟町総合運動公園
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《
９
～
10
月
の
休
館
日
》

９
月　

14
、
24
、
28
日

10
月　

５
、
13
、
19
、
26
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》　
９
月
23
日
、

10
月
14
日
、28
日
の
15
時
半
か
ら
、

読
み
聞
か
せ
の
部
屋
で
。
参
加
無

料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

櫂
	 宮尾登美子
日本のいちばん長い日　決定版
	 半藤一利
禁断の魔術
	 東野圭吾
ストロボ　エッジ
	 下川香苗
	 原作 咲坂伊緒　脚本 桑村さや香
民王
	 池井戸潤
その女アレックス
	 ピエール・ルメートル　橋明美[訳]
明日も前へ
	 吉沢久子
働き方
	 稲盛和夫
ヘイトスピーチ「愛国者」たちの憎悪と暴力
	 安田浩一
親子で読もう！子どもの安全ブック
	 監修　武田信彦

ドラエもん社会ワールド～憲法って何だろう～
	 まんが：藤子・Ｆ・不二雄
	 監修：藤子プロ　東京弁護士会
うなぎ　一億年の謎を追う
	 著　塚本勝巳
読みがたり　熊本のむかし話
	 熊本県小学校教育研究会国語部会　編
星と神話　物語で親しむ星の世界
	 監修　井辻朱美　写真　藤井旭
スーパーキッズ　最低で最高のボクたち
	 佐藤まどか
じっぽ　まいごのかっぱはくいしんぼう
	 たつみや章　作　広瀬弦　画
きかんしゃ　やえもん
	 文／阿川弘之　絵／岡部冬彦
このあかいえほんをひらいたら
	 ジェシー・クラウスマイヤー　文
	 スージー・リー　絵　石津ちひろ　訳
へぇ　こいたの　だれだ？
	 さく・平田昌広　え・野村たかあき
へいわって　どんなこと？	 浜田桂子

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−
０
０
５
８

おすすめ本

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内� 平成27年 ８ 月31日現在
月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

９ 26 土 ひきこもり支援研修会 ９：00 ― 熊本県精神保健健康福祉センター
☎ 386－1255

10 ４ 日 おかあさんといっしょ宅配便「ポコポッテイト小劇場」 13：00
15：30 無料 ＮＨＫ熊本放送局　　　☎ 326－8205

10 24 土 熊日ストリートダンスコンテスト 2015 13：00 無料 熊本日日新聞社事業部 ☎ 361－3383

10 25 日 ピアノ教室発表会 ９：00 無料 南應子　　　　　☎ 090－6036－2513

11 ２ 月 嘉島町文化祭（作品展示～３日） 12：00
無料 嘉島町文化協会　　　　☎ 237－0058

11 ３ 火 嘉島町文化祭（舞台発表） ９：00

11 ７ 土 人権を考える町民の集い 13：00 無料 町教育委員会　　　　☎ 237－0058

11 ８ 日 スタイルダンスセンター発表会　「SDC LIVE 2015」 15：00 ― スタイルダンスセンター　☎ 202－4311

11 15 日 バレエスペースフューチャー発表会 16：00 無料 バレエスペースフューチャー
☎ 090－7458－3419

　
　

こ
の
本
は
、「
佐
藤
」
と
い

う
姓
の
王
様
が
自
分
以
外
の
「
佐

藤
」
を
鬼
ご
っ
こ
と
い
う
形
で
減

ら
し
て
い
き
、
主
人
公
の
佐
藤
翼

が
い
ろ
ん
な
佐
藤
と
出
会
い
な
が

ら
逃
げ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

荒
れ
る
王
国
の
様
子
や
逃
亡
劇

の
シ
ー
ン
は
す
ご
く
面
白
か
っ
た

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
ど
こ
ろ
は
、
鬼
ご
っ
こ
最
終

日
に
鬼
が
と
っ
た
行
動
と
鬼
ご
っ

こ
の
閉
会
式
で
す
。

　

何
回
で
も
読
め
る
作
品
で
す
！

「
リ
ア
ル
鬼
ご
っ
こ
」

著
者
・
山
田　
悠
介

幻
冬
舎
文
庫

嘉島中学校１年

岡本　凜 さん

☆本のご寄贈、ありがとうございました。
　林田舜爾　様（上島）、緒方まゆ　様（滝河原）、西郷欣哉　様（鯰）、津﨑和子　様（下仲間）

広報かしま 2015.9

11



嘉島東部台地土地区画整理事業

街の『ネーミング』募集
　緑豊かな井寺、北甘木地区約 70.8ha に土地区画整理事業を展開し、「人と自然が親しむまちづく
り」をテーマとした新しい「街」をつくっていきます。
　そこで、町民の皆様に親しみと愛着をもっていただけるような街のネーミングを募集します。

テ ー マ 	 ●やさしさを感じさせるもの
	 ●自然を感じさせるもの
	 ●新鮮で地域性を感じさせるもの
	 ※以上のいずれかがイメージできる作品とし、お一人様何点でも応募できます。
	 　ただし、１応募につき１作品とさせていただきます。
応募期間 	 平成 27 年 10 月１ 日（木）～ 10 月31 日（土）  ※当日消印有効
応募方法 	� はがき、役場ホームページまたは応募用紙に、「ネーミング及びネーミングの簡単

な説明」・郵便番号・住所・氏名・年齢・連絡先をご記入の上、ご応募ください。
	 なお、電話・FAX 等での応募は受付できませんのでご了承ください。

応 募 先 	 ①はがきの場合
	 〒 861‐3192　  熊本県上益城郡嘉島町上島 530
	 　　　　　　　嘉島町役場建設課ネーミング募集係　まで
	 ②ホームページからの場合
	� 　応募用紙をダウンロードし、必要事項を入力のうえ、下記の E‐mail アドレスに送信
	 　E‐mail：toshikei@town.kashima.kumamoto.jp
	 ③嘉島町役場にて直接投入の場合
	 　役場玄関ロビーに備え付けの用紙に記入して、そのまま募集箱へ

表彰と発表 	 ☆最優秀賞（採用）	 １作品　賞状と副賞として 10 万円のギフト券
	 ☆優秀賞	 ３作品　賞状と副賞として５万円のギフト券
	 ※ 12 月ごろ、嘉島町役場にて表彰式を行ないます。
	 　（入賞者には事前にお知らせします）
　　　　　　　
応募上の注意 	 ・入賞者は、受賞の権利を他人に譲渡並びに換金することはできません。

	 ・応募作品の著作権及びその他の権利は嘉島町役場に帰属します。
	 ・入賞者の連絡の際、ご連絡が取れない場合は、入賞を無効とすることがあります。
	 ・�入賞決定後、応募作品が他のネーミング募集に応募（類似作品を含む。）してい

ること、又は他のネーミングに入賞していることが判明した場合は、入賞を取り
消し、賞品等をご返却いただく場合があります。

	 ・ご応募時の記載内容に不備があるときは、審査の対象外となる場合があります。
	 ・�入選作品は、嘉島町役場が行う保留地販売促進用の宣伝広告（新聞・折込チラ

シ・ポスター・パンフレット等）に使用いたします。
	 ・応募作品は返却いたしません。

　※詳しくは、折り込みのチラシ、嘉島町ホームページをご覧ください。
【お問い合わせ先】役場建設課都市計画係　☎ 237－ 2597
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＜インフルエンザ予防接種委託医療機関＞

医療機関名 住　所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島　2491 237－0003

たなか内科眼科 鯰　1898-3 235－7235

香田整形外科 北甘木 2018 237－2811

よしむら内科・循環器科 上島 2299-1 235－7773

さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834-1 237－4133

西村病院 北甘木 2085 237－1551

大串内科 鯰 2789-1 234－7873

　インフルエンザは空気中にいるインフルエンザウイルスを吸い込
むことにより発病し、鼻水、くしゃみ、咳などの風邪の症状だけで
なく高熱や頭痛・関節痛等を起こす全身感染症です。ひどくなると
肺炎や脳炎を併発して重症化し、死亡する例も多くなっています。
　インフルエンザ予防のためには体力をつけておく、うがい・手洗
いをするなどの予防対策と予防接種を受けておくことが大切です。
　予防接種はかかりつけの病院等において任意で受けることができ
ます（医療機関により料金が異なります）が、以下の要件に該当さ
れる方は町の一部助成で接種できますのでお知らせします。

１．対象者（予防接種法で定める者）
１）�65 歳以上の嘉島町に住民票を有する方
２）�60 歳以上 65 歳未満の嘉島町に住民票を有する
方のうち、心臓・じん臓・呼吸器の機能又はヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害をもつ
として厚生労働省令で定める方（医師の証明又は
身体障害者手帳１級所持者）

	 ※年齢については、接種時点での年齢とする。

２．インフルエンザ予防接種の受け方
１）�右記の医療機関に電話で予防接種の予約をする。
２）�医療機関から指定された日に予防接種を受けに
行く。

	 ※�年齢、住所が確認できる書類（保険証等）を
持参してください。

３）医療機関に直接代金を支払う。
４）接種後は、「予防接種済証」を受け取る。
	 ※済証は、大切に保管してください。

個人負担金（１回　2,000 円）
	 ※通常の接種料金は１回 4,000 ～ 5,000 円程度
        です。

３．実施期間
　平成27年10月1日（木）～平成27年12月31日（木）

４．注意事項
１）�ワクチン内に卵が含まれますので、卵アレル
ギーのある方は医師にご相談ください。

２）�予防接種には、副反応として色々な反応が出る
ことがありますので、受診中の方は主治医と相談
してから受けてください。

３）�予診票は指定医療機関に備え付けてありますが、
記入の際は説明を十分読んで理解の上、受けてく
ださい。

４）予防接種の回数は、１回です。

＜インフルエンザと普通のかぜのちがい＞
　普通のかぜは、症状としては喉が痛む、鼻がムズ
ムズする、水様の鼻汁がでる、くしゃみ、咳が中心
で全身症状はあまりみられません。発熱もインフル
エンザほど高くなく、重症化することはめったにあ
りません。一方、インフルエンザにかかると 39℃
以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状
が強く、あわせてのどの痛み、鼻汁などの症状もみ
られます。さらに、気管支炎、肺炎などを併発し重
症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。
また、インフルエンザは流行が爆発的に始まり、短
期間に乳幼児から高齢者まで膨大な人を巻き込むと
いう点で普通のかぜとははっきり区別されます。

＜インフルエンザにかからないためには＞
　インフルエンザが流行してきたら、人ごみを避け
ましょう。特に、高齢者や慢性疾患を持っている人
は人ごみや繁華街への外出を控えましょう。疲れて
いるときや睡眠不足のときに外出すると、インフル
エンザに非常に感染しやすくなります。インフルエ
ンザウィルスは湿気に弱いので、室内では加湿器な
どを使って適度の湿度を保ちましょう。常日頃から
バランスよく栄養を摂ることも大切です。また、外
出時のマスクや帰宅後のうがい・手洗いは、かぜの
予防とあわせてお勧めします。

【お問い合わせ先】
	 役場町民課保健係　☎ 237－ 2574

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

10
月
５
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

10
月
以
降
、
住
民
票
の
住
所
地
に
ご

自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
制
度
概
要
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

た
だ
し
、
①
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
、
児
童
虐
待
等
の
被
害
者
で
住
所
地

以
外
の
居
所
に
異
動
さ
れ
て
い
る
②
一

人
暮
ら
し
で
長
期
間
医
療
機
関
や
施
設

に
入
院
（
所
）
し
て
い
る
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
民
票
の
住
所

地
で
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
方
は
、

９
月
25
日
（
金
）
ま
で
に
住
民
票
の
あ

る
住
所
地
の
市
区
町
村
に
居
所
情
報
登

録
申
請
書
の
提
出
を
す
る
と
住
所
地
以

外
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
町
民
課
戸
籍
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

健
康・福
祉・子
育
て

健
診
結
果
相
談
会

　

町
の
集
団
健
康
診
断
（
８
月
30
日
～

９
月
３
日
）
を
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
診
断
結
果
や
普
段
か
ら
気
に
な
る

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
職
場
健
診
や
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
受

け
ら
れ
た
方
も
対
象
で
す
。

○
開
催
日　

10
月
22
日
（
木
）

○
場
所　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

東
校
区　

９
時
半
～
11
時
半

　
　
　
　

西
校
区　

13
時
半
～
15
時
半

○�

持
参
い
た
だ
く
も
の　

健
診
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
健
康
診
断

結
果
」

※�

健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
説

明
は
、
来
所
順
に
個
別
相
談
で
実
施

し
ま
す
。
多
少
待
ち
時
間
が
生
じ
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

《
臨
時
福
祉
給
付
金
》

○
支
給
対
象
者　

基
準
日
（
平
成
27
年

１
月
１
日
）
に
嘉
島
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
町
民
税

が
非
課
税
の
方
。
た
だ
し
、
ご
自
身
を

扶
養
し
て
い
る
方
が
課
税
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
額　

１
人
に
つ
き
６
千
円

　

対
象
者
等
に
は
８
月
下
旬
に
申
請
書

等
を
発
送
し
、
９
月
１
日
か
ら
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
》

○
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
６
月
分
の

児
童
手
当
（
特
例
給
付
除
く
）
受
給
者

○
支
給
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３

千
円

　

支
給
対
象
と
な
り
う
る
方
（
公
務
員

除
く
）
等
に
は
７
月
下
旬
に
申
請
書
等

を
発
送
し
、
８
月
３
日
か
ら
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※
２
つ
の
給
付
金
に
関
し
、
対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
は
随
時
通
知
し
ま
す
が
、

対
象
と
思
わ
れ
、
申
請
書
等
が
届
い
て

い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
!!
》

　

厚
生
労
働
省
や
市
町
村
な
ど
を
か
た

っ
た
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場

合
は
役
場
や
警
察
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７
‐
２
５
７
６

厚
生
労
働
省
専
用
（
平
日
９
時
～
18
時
）

☎
０
５
７
０－

０
３
７－

１
９
２

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　

ご
家
庭
で
介
護
を
し
て
お
ら
れ
る

家
族
の
方
に
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
、
介
護
者
同

士
の
交
流
を
深
め
る
た
め
在
宅
介
護
者

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
出
発　

16
時
解
散

○
場
所　

参
加
人
数
に
よ
り
決
定

○
参
加
対
象　

家
庭
で
介
護
認
定
を
受

け
た
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方

○
参
加
人
数　

10
名
程
度

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん
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○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
切　

10
月
２
日
（
金
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

環　
境

下
水
道
・
浄
化
槽
は
大
切
に

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
！

　

末
永
く
使
用
す
る
た
め
に
次
の
点
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・�

台
所
か
ら
ゴ
ミ
や
薬
品
類
、
油
を
そ

の
ま
ま
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
油
は
廃
油
回
収
に
出
し
ま
し
ょ

う
。

・�

ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
も
の
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

※
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
方
は
、

下
水
管
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。
浄

化
槽
が
正
し
く
機
能
す
る
た
め
に
は
、

適
正
な
浄
化
槽
の
維
持
管
理
が
必
要
で

す
。
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、「
保
守

点
検
」「
清
掃
」「
法
定
検
査
」
の
３
つ

に
分
か
れ
て
お
り
、
浄
化
槽
法
の
定
め

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
実
施
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
公

共
用
水
域
の
水
質
を
守
る
た
め
、
ご
理

解
い
た
だ
き
、
必
ず
法
定
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

法
定
検
査
未
受
験
者
に
は
10
月
に
通

知
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
浄
化
槽
協
会

☎
２
８
４－

３
３
５
５

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

●
２
３
７－

２
６
１
９

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
通
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

熊
本
県
は
、
10
月
か
ら
11
月
ま
で
に

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
対
象
建
築
物
所
有
者
等
の
方
に

は
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
は
県
が
委
託
し
た
国
際

航
業
㈱
熊
本
営
業
所
が
行
い
ま
す
が
、

工
事
等
の
斡
旋
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

○
対
象
建
築
物

　

戸
建
住
宅
以
外
の
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
建
築
物

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
土
木
部
建
築
住
宅
局

　
　
　

建
築
課
建
築
物
安
全
推
進
室

☎
３
３
３－

２
５
３
５

９
月
は
動
物
愛
護
月
間

　

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
は
、

動
物
愛
護
月
間
で
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
る
人
も
い
な
い
人
も
、
こ
の
期
間

に
身
近
な
動
物
の
愛
護
と
正
し
い
飼
い

方
な
ど
を
も
う
一
度
考
え
、
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

〈
飼
い
主
に
守
っ
て
ほ
し
い
５
カ
条
〉

・�

動
物
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解
し
、

最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う

・�

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・�

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

・�

動
物
に
よ
る
感
染
症
の
知
識
を
持
ち

ま
し
ょ
う

・�

盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
所
有
者

を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

　

捨
て
犬
や
捨
て
猫
、
虐
待
な
ど
、

ペ
ッ
ト
を
不
幸
に
す
る
よ
う
な
扱
い
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
犬
や
猫
な
ど

の
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
と
五
十
万
円
以
下
、

虐
待
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

広報かしま 2015.9

15



子
ど
も
の
将
来
が
心
配
」
な
ど
お
悩
み

を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

○
日
時

　

９
月
26
日
（
土
）
10
時
～
16
時

○
場
所　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
（
熊

本
市
中
央
区
大
江
四
丁
目
４
番
34
号
）

○
相
談
方
法　

面
談
及
び
電
話
相
談

（
当
日
専
用
☎
３
６
４
‐
０
８
０
０
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
３
６
４－

２
８
８
９

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

　

熊
本
県
行
政
書
士
会
は
、
毎
年
10
月

を
「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し

て
、
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
内
容
は
、
①
各
種
許
認
可
・
登

録
に
関
す
る
こ
と
②
会
社
・
医
療
法

人
・
公
益
法
人
等
の
法
人
設
立
に
関
す

る
こ
と
③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書

の
作
成
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

○
電
話
無
料
相
談

・
日
時　

10
月
１
日
（
木
）
10
時
～
16
時

☎
３
８
５
‐
７
３
０
１

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

10
月
21
日
（
水
）
22
日
（
木
）

　
　
　

10
時
半
～
16
時
半

・
場
所　

鶴
屋
百
貨
店
本
館
８
階

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
３
８
５－

７
３
０
０

行
政
相
談

　

10
月
19
日
（
月
）
か
ら
25
日
（
日
）

ま
で
、
行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
は
次
の
と
お
り
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
行
政
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
、
苦
情
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
21
日
（
水
）
13
時
半
～
15
時

○
場
所　

役
場
１
階
町
民
相
談
室

○
担
当
者

　

行
政
相
談
委
員　

増
岡　

司
さ
ん

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

人　
権

男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

第
４
回
上
益
城
大
会
in
こ
う
さ

○
日
時　

10
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
正
午（
９
時
半
開
場
）

○
場
所

相　
談

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

９
月
16
日
（
水
）　

弁
護
士

　

10
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
相
談
会

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
は
、
成
年
後
見

制
度
や
相
続
、
遺
言
、
財
産
管
理
な
ど

に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
一
人
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安
」「
遺
産

分
割
協
議
を
し
た
い
が
相
続
人
の
一
人

が
認
知
症
で
心
配
」「
障
が
い
を
持
つ

　

甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

○
基
調
講
演

・
講
師

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

野
田
亜
紅

・
演
題　
「
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
見
え

　

た
男
女
共
同
参
画
」

○
入
場
料　

無
料

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
無
料
の
託

児
も
あ
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
友
達
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
９
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
甲
佐
町
総
務
課
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

甲
佐
町
総
務
課

☎
２
３
４－

１
１
４
０

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

☎
２
８
２－

３
０
４
４

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

○
日
時

　

10
月
10
日
（
土
）
10
時
～
正
午

○
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ

れ
る
集
会
で
す
。
県
内
の
児
童
生
徒
が

参
加
し
、
子
ど
も
実
行
委
員
の
運
営
に

よ
り
、
体
験
・
活
動
報
告
や
全
体
活
動

等
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
多
数
の
ご
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来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
教
育
庁
教
育
指
導
局

　
　
　

人
権
同
和
教
育
課

☎
３
３
３－

２
７
０
２

年　
金

国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の

後
納
制
度
」
は
９
月
30
日
ま
で

　

国
民
年
金
保
険
料
は
２
年
を
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
納
付
で
き
ま
せ
ん
が
、

「
10
年
の
後
納
制
度
」
を
利
用
す
れ
ば
、

過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
で
き
、
将
来
の
年
金

受
給
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
平
成
27
年

９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す
が
、
10
月
１

日
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
間

に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
で
き
る
「
５
年
の
後
納
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
10
年
の
後
納

制
度
よ
り
も
納
付
期
間
が
短
い
た
め
保

険
料
の
加
算
額
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
な
ど
は
、
後
納
制
度
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
の
で
、
国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
又
は
熊
本
東
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０－

０
１
１
‐
０
５
０

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

再
就
職
・
人
材
育
成

お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職

実
践
コ
ー
ス
受
講
者
募
集
！

　

熊
本
県
は
、
出
産
・
子
育
て
等
に
よ

る
就
業
ブ
ラ
ン
ク
の
不
安
を
解
消
し
、

働
き
た
い
お
母
さ
ん
の
再
就
職
を
応
援

す
る
た
め
、
再
就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ

ン
講
習
や
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
等
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
（
無
料
・
託
児

有
）。
受
講
要
件
や
申
込
書
様
式
な
ど

は
、
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

○
申
込
期
限　

９
月
24
日
（
木
）
必
着

○
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
自

己
負
担
で
１
１
３
２
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
１－

０
５
０
０

小
規
模
事
業
者
人
材
育
成
支
援

　

熊
本
県
は
、
小
規
模
事
業
者
（
製
造

業
）
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

専
門
的
知
識
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
人
材
育
成
の
様
々
な

相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、
技
術
指
導
を

行
う
人
材
育
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
公
財
）
く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
２
８
９－

２
４
３
８

無
料
開
放

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
無
料
開
放

　

10
月
の
「
都
市
緑
化
月
間
」
に
伴
い
、

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　

秋
晴
れ
の
公
園
で
気
持
の
い
い
汗
を

流
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
無
料
開
放
期
間

　

10
月
10
日
（
土
）
～
10
月
12
日
（
月
）

　

８
時
～
17
時

※
ご
利
用
の
方
は
、
利
用
当
日
に
公
園

管
理
事
務
所
で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

専
用
の
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
の
無
料
レ
ン

タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

　
　

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園

☎
２
３
７－

３
６
６
６

農　
業

農
地
貸
借
希
望
者
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ

る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担

い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
『
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸

し
た
い
』、『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
』
と
い
う
方
は
、
役
場
農
政
課
や

Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
公
社

☎
２
１
３－

１
２
３
４

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９
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警察への相談電話は、「＃ 9110」へ（プッシュ回線）

相談窓口

警察安全相談室 096-383-9110　プッシュホンからは＃ 9110
犯罪被害者支援室 096-381-0110　（内線 2193 ～ 2195）
くまもと被害者支援センター 096-386-1033
レディース 110 番（性犯罪相談電話） 096-384-1254　フリーダイヤル 0120-8343-81
けん銃・覚せい剤相談電話 096-384-4444　フリーダイヤル 0120-10-3774
振り込め詐欺相談ホットライン 096-381-2567
肥後っ子テレホン（少年問題相談電話） 096-384-4976　フリーダイヤル 0120-02-4976
悪質商法 110 番 096-385-1110
暴力追放相談電話 096-384-0110
熊本県暴力追放運動推進センター 096-382-0333
道路交通情報案内（道路交通情報センター） 050-3369-6643

　警察の窓口での直接相談、電話での相談どちらでも結構です。
　緊急の事件・事故の場合は、「＃ 9110」を利用せず、110 番通報をお願いします。

９ 月 の 納 税 等 10 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
平成27年９月30日（水）

町県民税…………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料…………10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
平成27年11月２日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

９月24日（23日祝日のため）

10月14日
町税務課員が対応します。
　☎ 237－2639（直通）

滞納は許さない！

差押・捜索実施中
４月～７月の実績

捜索件数	 ３件
預金差押	 10件（211,520円）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

◎�

交
通
事
故
～
７
月
は
67
件
。
け
が

が
有
る
事
故
は
減
少
傾
向
で
す

が
、
け
が
が
無
い
事
故
は
増
加
傾

向
で
す
。

◎�

刑
法
犯
～
万
引
き
は
依
然
と
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

※�

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や
車

の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に
実
施

し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 27 年７月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H2７.７ 5 62 0 0 2 0 0 1

H27 累計 38 418 3 0 21 2 0 5

前年比 -24 20 -1 -1 5 -6 -1 -2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H2７.７ 121 196 1 0 4 2 0 5

H27 累計 133 1217 7 1 26 13 2 16

前年比 -12 50 -5 0 5 -15 -1 -1

御船地区防犯協会連合会　御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）
地域安全ニュース

９月11日は「警察相談の日」

　警察では、防犯や交通に関すること、暴力団などに関すること、家庭内の暴力や子どもの非行に
関すること、ストーカー・ＤＶに関すること、事件や事故に関すること、鉄砲の許可行政に関するこ
となど、悩みや不安を感じている方々のご相談に応じています。
　警察（警察安全相談室）への相談電話は、プッシュ回線の場合「＃ 9110」、ダイヤル回線の場合
「096-383-9110」へおかけください。
　御船警察署への相談電話は、「096-282-1110」へおかけください。

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～
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人
権
問
題
の

　
　
　
正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その282〕

「
子
ど
も
の
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�

子
ど
も
を
一
人
の
人
間
と
し
て

尊
重
し
て
い
ま
す
か
？

［
あ
る
日
の
出
来
事
］

　
「
わ
た
し
の
大
好
き
な
お
友
だ
ち
」

　
「
遊
び
に
行
っ
て
き
ま
ー
す
。」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
今
日

は
誰
と
い
っ
し
ょ
？
」「
さ
や
か

ち
ゃ
ん
と
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
」
わ
た

し
が
言
う
と
、「
あ
か
ね
ち
ゃ
ん

も
？
」
マ
マ
は
、
少
し
変
な
顔
を

し
た
。

　

マ
マ
は
さ
や
か
ち
ゃ
ん
の
マ
マ

と
仲
良
し
で
、
い
つ
も
か
わ
い
い

服
装
を
し
て
い
る
さ
や
か
ち
ゃ
ん

が
好
き
な
の
。
で
も
、
い
つ
も
公

園
で
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊
ん
で

い
る
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は
、

好
き
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？

　
「
こ
の
前
、
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
と

遊
ん
で
、
お
気
に
入
り
の
服
を

真
っ
黒
に
し
て
た
じ
ゃ
な
い
」
と

マ
マ
。
そ
れ
で
わ
た
し
は
マ
マ

に
言
っ
た
の
。「
あ
の
ね
、
マ
マ
。

あ
か
ね
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
や
り

た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
な
の
。
そ

れ
に
わ
た
し
に
い
ろ
ん
な
事
を
教

え
て
く
れ
る
の
よ
。
だ
か
ら
、
わ

た
し
は
大
好
き
。
じ
ゃ
あ
行
っ
て

き
ま
す
」

　

そ
の
夜
、
そ
の
話
を
聞
い
た
パ

パ
が
マ
マ
に
、「
あ
の
子
は
き
ち

ん
と
自
分
の
気
持
ち
を
言
え
る
ん

だ
ね
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い

る
の
を
聞
い
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
、「
子

ど
も
な
ん
だ
か
ら
」「
言
う
と
お

り
に
し
な
さ
い
」
と
頭
ご
な
し
に

子
ど
も
の
行
動
を
制
限
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

基
本
的
人
権
は
誰
も
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
当
然
、
子
ど
も
に
も
大
人
と

同
じ
よ
う
に
基
本
的
人
権
が
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
人
に
は
、「
今
ど
き
の
子
ど

も
は
…
」
と
嘆
い
た
り
、
子
ど
も

に
一
方
的
に
考
え
を
押
し
付
け
た

り
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
を

信
頼
し
、
子
ど
も
の
「
気
付
き
」

を
持
ち
、
成
長
を
適
切
に
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

○地域改善対策協議会意見具申後
　地対協の意見具申（1996（平成８）年）を受
けて、人権の擁護に関する施策の推進について国
の責務を明らかにし、必要な体制を整備するため、
「人権擁護施策推進法」が 1997（平成９）年３
月に施行されました。この法律に基づいて設置
された「人権擁護推進審議会」は、1999（平成
11）年７月、人権教育・啓発に関する答申（第
１号答申）を行いました。この答申で、日本には
様々な人権侵害があるとし、同和問題について
は、「結婚問題を中心に、地域により程度の差は
あるものの依然として根深く存在している。就職
に際しての差別の問題や同和関係者に対する差別
発言、差別落書などの問題もある」と指摘し、「人
権教育・啓発をより一層推進し、国民一人一人に
人権尊重の理念についての正しい理解が十分定着
するよう努めることが極めて重要である」として、
学校・社会・家庭における人権教育の充実、効果
的な人権啓発、人権に関わりの深い特定の職業従
事者の研修の充実などを提言しました。
　2000（平成 12）年 12 月には「人権教育及
び人権啓発の推進に関する法律」が施行され、こ
れに基づき、2002（平成 14）年３月に「人権
教育・啓発に関する基本計画」が閣議決定されま
した。この基本計画では、人権教育・啓発の基本
的なあり方や、各人権課題ごとに取り組みの方向
性が示されています。同和問題については、我が
国固有の重大な人権問題とし、戦後は特別立法で
様々な施策を講じてきましたが、同和地区と一般

地区における物的面での格差はほぼ解消されたた
め、今後は差別意識の解消に向け人権教育・啓発
に取り組むことが明記されています。その上で、
同和問題を重要な人権課題の一つとしてとらえ、
対応する省庁を示しながら具体的に 10項目の取
り組み内容が示されています。
　また、人権擁護推進審議会は人権侵害の被害者
救済について審議を続け、2001（平成 13）年５
月に人権救済制度に関する答申（第２号答申）を
行いました。この答申では、人権侵害の被害者に
対する実効的な救済を図るため、人権委員会（仮
称）という独立の機関を中心とした新たな人権救
済制度の整備を提言しています。また同年 12月
には人権擁護委員制度の改革に関する答申（追加
答申）も行いました。

同和問題の現状
○いまだ残る差別意識
　2002（平成 14）年３月に地対財特法が失効
し、行政上の同和対策は特別対策から一般対策へ
移行しました。同和地区・被差別部落と他の地域
との生活実態面での格差は、長年にわたる国や地
方公共団体などによる様々な取り組みの結果、相
当程度解消されました。しかし、最近でも、同和
地区・被差別部落出身者を誹謗・中傷する表現や、
同和地区・被差別部落の所在を示す書き込みがイ
ンターネット上に掲示されるなど、差別意識はま
だ解消されたとはいえません。今後とも、差別意
識の解消については、人権という観点からの教育・
啓発をより一層進めることが重要です。

（財）人権教育啓発推進センター資料より

同和問題を知っていますか
同和問題は人権問題　
政府の同和対策
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

豚肉とじゃがいもで疲れ知らず

豚肉のソテー・サルシッチャ（ソーセージ）風
＜材料＞（２人分）
豚肉薄切り	 ４枚
（しゃぶしゃぶ用）
豚肉切り落とし	 66g
ベーコン	 ７ｇ
にんにく	 1/3 片
パセリ	 1/3 枝
セージ（青じそ）	 2/3 枚
オリーブオイル	 適量
塩こしょう	 適宜
白ワイン	 33ml
フォンドボー	 33ml
バター	 ７ｇ
じゃがいも	 1/3 個
牛乳	 33ml
バター	 適量
塩コショウ	 適量

①　�マッシュポテトを作る。じゃがいもは蒸して
皮をむき、牛乳、バターとともにフードプロ
セッサーでつぶし、塩コショウで味を整える。

②　�豚切り落とし肉、ベーコン、にんにく、パセ
リ、セージをフードプロセッサーにかけ、塩
コショウで味付けし、４等分にする。

③　�豚肉の薄切りに②の 1/4 ずつをのせてソー
セージ状に包む。

④　�フライパンにオリーブオイルを熱して、③を
中火で焼き、裏返して弱火で火を通す。

⑤　�④に白ワインを加えて完全に火を通し、①の
マッシュポテトを敷いた皿に盛る。

⑥　�⑤の焼き汁にフォンドボーを加えて煮詰めな
がら味付けし、バターで風味と濃度をつけ、
⑤にかけ、お好みで付け合せの野菜（分量外）
を添える。

　　（エネルギー 308kcal、食塩相当量　0.9 ｇ）

嘉島町食生活改善推進員協議会

　通常ビタミンＣは加熱に弱く、加熱することで大半が壊れてしまうと
いわれていますが、じゃがいもに豊富に含まれるビタミンＣはでんぷん
に守られていて、加熱しても壊れにくく、疲労回復に効果があります。
　また、疲労回復をしてくれるといわれるビタミンＢ１をたくさん含む豚
肉は、糖質の代謝を促進し、細胞を活発にし、美肌作りにも役立ちます。

★嘉島町食生活改善推進員協議会新規会員募集のお知らせ★
一緒に活動していただける方を募集します。
興味のある方はぜひ、嘉島町食生活改善推進員協議会事務局までご連絡ください。
【お申し込み・お問い合わせ先】
役場町民課保健係　嘉島町食生活改善推進員協議会事務局　Tel　237―2574
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A Busy Summer
　Delightfully summer break has been much 
more eventful than I’d anticipated. There has 
been much to do in Kashima. First, all the 
junior high and elementary school teachers 
had a meeting together - and I got to do the 
announcements. It was Satou-sensei’s idea that 
I help run the meeting, and while I was quite 
nervous to speak in front of so many people, it 
was alright in the end. Overall the meeting was 
very interesting, and I got to do lots of team-
building activities with the other teachers. 
　Secondly, I got to read with children. At 
the Kashima library, we often have reading 
sessions with young children, and this time I 
got to participate as well. We read two stories, 
and I got to read the English versions. The 
stories were very funny, and the children really 
seemed to enjoy hearing them. I’m glad I got 
to see some of my students outside school - 
and outside English class.
　This Summer, since the new ALTs are 
arriving, there’s going to be a big orientation 
in Kumamoto City. I volunteered to work at 
one of the information booths and teach new 
ALTs about being vegetarian in Japan. I’ve 
been preparing for orientation for a long time, 

but I’m really excited to meet the new ALTs. I hope they like Kumamoto as much as 
I do.
　While weekdays have been filled with meetings reading, my weekends have been 
fairly busy too lately. I’ve been traveling to Kamiamakusa almost every weekend. 
My ALT friends live there, so we’ve been going to the beach together and hanging 
out. It’s really put me in the mood to travel. Soon my friend Hannah will arrive in 
Japan! I’m really excited to see some new places with a good friend. I will take lots of 
pictures! 

忙しい夏休み
　今年の夏休みは、思ったより忙しく過ごしてい
ます。町でのイベントがたくさんありました。ま
ず、嘉島町の小中学校の先生たちが参加する研修
があり、佐藤先生の提案で私は司会をしました。
先生方の前で緊張してドキドキしていましたが、
研修会は面白く、先生方と色々なチーム活動もし
ました。
　また別の日には、図書室で「おはなし会」があ
り、子ども達と一緒に本を読みました。私は、２
冊の絵本を英語で読みました。物語の内容がすご
く面白くて、子供たちが本当に楽しそうにしてい
たので良かったです。授業はないけれど、子ども
たちといっしょに過ごすことは楽しかったです。

　この夏、熊本の様々な地域に新しいALTが来
日しています。これから熊本市で大規模なオリエ
ンテーションがあります。私は、ボランティアと
して新しいALTへベジタリアンの事を説明しま
す。今、オリエンテーションのためにたくさん準
備をしていて、新しいALTに会うのを楽しみに
待っています！来日したALTにも熊本が好きに
なってほしいです。
　他には、毎週末に上天草に住んでいる友達と海
に行って遊んでいて週末も忙しいです。すごく楽
しくて、旅行へ行きたくなってしまいます。もう
すぐ友達のハーナが日本に来ます！旅行へ行くの
が楽しみです。たくさん写真を撮ってきます！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島町教職員の研修ではゲームで交流
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「智永・真草千字文」

德永　洋子さん
（滝河原）

永瀬　初恵さん（上島）村田タカ子さん（上島）

亡
き
夫
の
親
し
か
っ
た
友
亡
く
な
ら
れ
空
に
並
び
し
星
を
み
つ
け
る	

大
塚
シ
ズ
子

指
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
っ
た
ゴ
ー
ヤ
ー
が
一
雨
ご
と
に
大
き
く
な
っ
て
る	

川
原
　
涼
子

サ
イ
レ
ン
は
消
さ
れ
声
だ
け
近
づ
き
ぬ
右
へ
曲
が
り
ま
す
救
急
車
く
る	

北
澤
喜
美
子

久
々
の
梅
雨
の
晴
れ
間
の
青
空
は
う
す
い
色
な
り
雲
流
れ
ゆ
く	

工
藤
　
明
子

わ
が
町
の
井
寺
古
墳
の
赤
石
の
壁
画
は
記
す
直

ち
ょ
っ
こ
も
ん
よ
う

弧
文
様	

栗
﨑
　
房
子

梅
雨
晴
れ
の
朝
よ
り
一
斉
に
啼
き
て
お
り
熊
蝉
の
声
暑
さ
を
誘
う	

栗
﨑
　
廉
子

さ
っ
ぱ
り
と
刈
り
上
げ
ら
れ
て
襟
足
は
鏡
の
中
で
若
く
涼
し
げ	

境
　
　
益
代

旅
立
ち
は
早
過
ぎ
な
い
か
二
日
程
吾
が
留
守
の
間
に
燕

つ
ば
め

児ご

は
去
る	

榊
原
レ
イ
子

足
腰
は
ま
だ
ま
だ
丈
夫
庭
畑
に
野
菜
育
て
て
頑
張
っ
て
ま
す	

津
出
ト
ヨ
子

カ
マ
キ
リ
が
鎌
に
挟
み
て
い
る
ハ
エ
は
ま
だ
生
き
て
お
り
身
を
震
わ
せ
て	

冨
永
　
照
代

五
羽
六
羽
濡ぬ

れ

羽ば

休
め
て
電
線
に
燕
止
ま
れ
り
音
符
の
ご
と
く	

橋
本
ユ
キ
子

百
日
草
花
三
輪
を
咲
か
せ
お
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
割
れ
目
に
生お

い
て	

三
池
　
淑
惠

わ
が
町
の
電
気
屋
さ
ん
の
顔
を
知
る
地
方
創
生
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券	

本
住
　
晴
美

ちぎり
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８
月
は
、
２
年
ぶ
り
の
水
の
郷
ま
つ
り
で
始

ま
り
ま
し
た
。
舞
台
や
花
火
に
歓
声
が
上
が
り
、

心
和
む
思
い
で
し
た
。

　

15
日
は
熊
本
県
戦
没
者
追
悼
式
。
県
英
霊
顕

彰
会
の
副
会
長
と
し
て
開
会
の
言
葉
を
述
べ
て

献
花
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

県
町
村
会
の
視
察
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
出
張

し
ま
し
た
。
玉
名
市
出
身
で
、
同
国
で
ホ
テ
ル

や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
を
経
営
す
る
実
業
家
ス
リ
ア

ワ
ン
洋
子
さ
ん
の
お
世
話
で
、
観
光
関
係
の
多

く
の
方
々
と
お
会
い
で
き
、
熊
本
県
と
の
交
流

促
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

台
風
15
号
に
よ
る
停
電
は
生
活
に
不
便
を
強

い
ま
し
た
。
以
前
に
比
べ
る
と
早
め
に
復
旧
し

ま
し
た
が
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
続
き
ま
す
。

役
場
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
家
庭
で

の
対
策
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
27
年
８
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

８月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日	 ・八代市誕生 10 周年記念式典
	 ・水の郷まつり
３日	 ・庁内常会及び課長会議
	 ・九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会総会

及び決起大会
４日	 ・熊本県企画課来庁応対
	 ・上益城消防組合来庁応対
	 ・熊本県暴力追放運動推進センター来庁応対
	 ・九州電力熊本東営業所来庁応対
６日	 ・上益城郡ＰＴＡ連絡協議会来庁応対
	 ・第２回幸せ実感くまもと「まち・ひと・しごと」

づくり推進会議
	 ・第 53 代熊本市議会議長就任祝賀会
10 日	 ・課長会議
	 ・悠優かしま来庁応対
11 日	 ・嘉島町国保運営協議会
	 ・熊本県環境生活部人権同和政策課来庁応対
12 日	 ・潮谷愛一氏瑞宝単光章受章を祝う会
14 日	 ・課長会議
15 日	 ・第 44 回熊本県戦没者追悼式
	 ・熊本県町村長海外研修～ 20 日
20 日	 ・熊本県農業会議総会
	 ・熊本県警本部長来庁応対
21 日	 ・決算審査報告応対
	 ・熊本県道路利用者協会理事会
	 ・益城クリーンセンター管理者会議及び定例会
23 日	 ・第 4回熊本県女性消防操法大会
24 日	 ・課長会議
	 ・熊本県警察本部訪問
	 ・熊本県副市町村長研修会
	 ・サントリー九州熊本熊本工場長来庁応対
	 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会町村長会議
	 ・上益城地域振興局事業説明に伴う意見交換会
26 日	 ・上益城広域連合正副連合長会議及び議会
	 ・嘉島町議会運営委員会
	 ・熊本県共同募金会来庁応対
27 日	 ・上益城消防組合管理者会議及び定例会
	 ・熊本大学地域連携協議会
28 日	 ・御船地区衛生施設組合管理者会議及び議会
	 ・九州中央自動車道建設促進地方大会
	 ・熊本市防犯モデル地区推進委員会 50 周年記念

事業祝賀会
31 日	 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
	 ・2019 女子ハンドボール組織委員会

熊本市中央区の市民会館崇城大ホールで開かれた第 44回熊本県戦没
者追悼式。主催者の県英霊顕彰会副会長として、開式のことばを述べ
る荒木町長。後方右は蒲島知事、左は県市長会会長の髙嵜玉名市長

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て

多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
村　

マ
ス
子　

様
（
井
寺
）

　
　

亡　

康
直　

様
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嘉島町の人口動態
平成27年８月31日現在

（前月比）

人   口 9,227 人　

　男　　 4,431 人　

　女　　 4,796 人

世帯数　 3,405 世帯　（ ±  0）

 

  
 
  

  

  

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

東野と山下のじぃじばぁば大好きだよ。
いっぱいだっこしてくれてありがとう！
ご両親：友田大輔さん・弘恵さん（鯰）
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暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
少
し
ず
つ

秋
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
運
動
会
に

向
け
て
一
生
懸
命
練
習
に
励
む
園
児
た

ち
の
姿
が
。
今
年
は
予
定
ど
お
り
行
わ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
か
ら
10
日
間
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
８

月
は
県
下
で
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

ま
し
た
。
交
通
事
故
防
止
と
尊
い
命
を

守
る
た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
安
全
運
転

に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

（
係
）

位
田
　和
悠
夢
（
あ
ゆ
む
）
く
ん

平
成
25
年
10
月
17
日
生

　（＋  7）

　（＋  5）

　（＋12）

嘉島町保健センターで開かれた「赤ちゃん育ちの教室」で、
赤ちゃんと一緒に勉強するお母さんたち＝８ページ参照

育
ち
の
教
室

育
ち
の
教
室

 ９ 月13日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
 ９ 月20日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
 ９ 月21日（月・祭）  藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
 ９ 月22日（火・休）  西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
 ９ 月23日（水・祭）   小糸整形外科医院（御船町）
  ☎２８２－００５０
 ９ 月27日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
10月 ４ 日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
10月11日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
10月12日（月・祭）  香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

友
田
　安
美
（
あ
み
）
ち
ゃ
ん

平
成
26
年
12
月
25
日
生

電車大好き！いっぱい電車乗りたいな！
ご両親：位田正次さん・きよみさん（上島）


